











Objective　The purpose of this study is to clarify whether the differences of frequency of learning on preparation 
of the nurses who work at pediatric ward have an influence on the support for children under medical examinations 
and treatments.
Methods　We conducted a questionnaire survey for 94 nurses who work at pediatric ward in general hospital.
Results/Discussion　Answer was obtained from 74 nurses （78.8%）. There was a significant relationship between 
frequency of learning on preparation and year of nursing experience （p=.042）. Concerning the 24 items about 
support for medical examinations and treatments, nurses who took two times of learning on preparation can put 
into practice 6  pre-items, 4  items during examinations and treatments and 4  post-items. These results indicate 
that there is a relation between the frequency of learning on preparation and practice of support for medical 
examinations and treatment.
Conclusion 　Our results suggest that the frequency of learning on preparation has an influence on practice of 
support for medical examinations and treatment. In future, it will be important to increase learning opportunities 
and to enrich the contents.
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経験 1 回群」平均± SD は92.42（±102.15）か月，























し て い る 」 で は 平 均 ± SD は3.30（ ±0.80）
（p=.010），「子どもが恐怖を感じないような工夫
























看護師全体 学習2回群 学習1回群 学習0回群
人数（％） 人数（％） 人数（％） 人数（％）
　73　　（　100） 20　（　27.4） 　43　（　58.9） 　10　（　13.7）
　　3　　（　　4.1） 　2　（　　2.7） 　　0　 （　0.0） 　　1　（　　1.4） n.s.
　70　　（　95.9） 18　（　25.7） 　　43　（　58.9） 　  9　（　12.3） n.s.
χ2乗検定 ＊　P＜.05
看護師全体（n=73） 学習2回群（n=20） 学習1回群（n=43） 学習0回群（n=10）
Mean±SD Mean±SD Mean±SD Mean±SD
　　29.41　（±7.65） 26.55　（±4.01） 　29.81　（±8.51） 　33.40　（±7.54） n.s.
　　90.31 （±43.75） 57.9（±45.53） 　92.42　（±102.15）  146.10 （±92.86） 　　.042
＊








































Mean ± SD Median Mean ± SD Median Mean ± SD Median Mean ± SD Median
① 担当者であることを子どもに挨拶・自己紹介している 3.04 ± 1.17 4.00 3.50 ± 0.76 4.00 3.05 ± 1.25 4.00 2.10 ± 0.99 2.00 .009 *
② 医療者/看護師/親のうち，誰かが検査・処置について，
子どもに説明が済んでいるか，確認している
2.78 ± 0.89 3.00 3.10 ± 0.64 3.00 2.70 ± 0.99 3.00 2.50 ± 0.71 2.00 .045 *
③ 検査・処置があることを，子どもはいつごろ教えてほしいと思っているか，
事前に子どもに確かめている
2.37 ± 0.99 2.00 2.40 ± 0.94 2.00 2.49 ± 1.01 2.00 1.80 ± 0.92 1.50 .308
④ 検査・処置をいつ実施するか，子どもに伝えている 2.99 ± 0.79 3.00 3.15 ± 0.75 3.00 3.07 ± 0.77 3.00 2.30 ± 0.68 2.00 .016 *
⑤ （説明時/検査・処置時に）親が付き添うか否かは，
子ども・親の希望にそって決めている
2.74 ± 0.87 3.00 2.80 ± 1.01 3.00 2.74 ± 0.88 3.00 2.60 ± 0.52 3.00 .542
⑥ 親の待機場所を子どもと親に確認している 2.73 ± 0.98 3.00 3.00 ± 1.08 3.00 2.63 ± 0.98 3.00 2.60 ± 0.70 3.00 .138
⑦ 親へ，子どもへの説明内容と方法を確認/相談している 2.63 ± 0.84 3.00 2.95 ± 0.61 3.00 2.60 ± 0.93 3.00 2.10 ± 0.57 2.00 .008 *
⑧ （親がいても親とは別に）子どもの目の高さで，
検査・処置の目的・内容（方法/手順）を子どもに説明している
3.00 ± 0.88 3.00 3.30 ± 0.80 3.00 3.00 ± 0.90 3.00 2.40 ± 0.70 2.50 .010 *
⑨ 子どもが「いやだ」と抵抗し始めた場合，
やる気になるタイミングを待っている
2.74 ± 0.80 3.00 2.70 ± 0.92 3.00 2.84 ± 0.75 3.00 2.40 ± 0.70 2.50 .442
⑩ 子どもが恐怖を感じないような工夫をしている 2.75 ± 0.76 3.00 3.00 ± 0.73 3.00 2.74 ± 0.72 3.00 2.30 ± 0.82 2.00 .012 *
① 検査・処置の進行に合わせて，順々に説明したり声かけしたりしている 3.00 ± 0.97 3.00 3.20 ± 0.77 3.00 3.05 ± 0.95 3.00 2.40 ± 1.27 3.00 .144
② 子どもが言ったり聞いたりしたことに，適切に答えている 2.85 ± 0.86 3.00 3.15 ± 0.67 3.00 2.79 ± 0.83 3.00 2.50 ± 1.18 3.00 .049 *
③ 子どもが泣いても押さえつけずに，ほかの方法で対処している 2.40 ± 0.72 2.00 2.20 ± 0.77 2.00 2.49 ± 0.74 3.00 2.40 ± 0.52 2.00 .267
④ お気に入りのものを持参することを認めている 2.89 ± 0.99 3.00 3.20 ± 0.89 3.00 2.84 ± 1.05 3.00 2.50 ± 0.85 3.00 .056
⑤ 検査・処置からほかへ向くように子どもの気をそらしている 2.85 ± 0.92 3.00 3.25 ± 0.72 3.00 2.81 ± 0.93 3.00 2.20 ± 0.92 2.50 .003 *
⑥ 検査・処置が長引いた場合，途中経過を親に知らせている 2.82 ± 0.73 3.00 3.10 ± 0.72 3.00 2.74 ± 0.73 3.00 2.60 ± 0.70 2.50 .021 *
⑦ 医療従事者同士で
検査・処置に関係ないことを談笑してしまうことはしていない
3.07 ± 0.86 3.00 3.25 ± 0.72 3.00 3.12 ± 0.91 3.00 2.50 ± 0.71 2.00 .055
⑧ まだ全過程が終了していない状況で，
あたかも全過程が終了したような表現はしないようにしている
2.86 ± 1.06 3.00 2.90 ± 0.91 3.00 2.93 ± 1.12 3.00 2.50 ± 1.08 2.50 .582
① 検査・処置が終わったことを，言葉で伝えている 3.26 ± 1.18 4.00 3.70 ± 0.73 4.00 3.14 ± 1.27 4.00 2.90 ± 1.37 3.50 .058
② 子どものがんばりをほめている 3.25 ± 1.19 4.00 3.75 ± 0.72 4.00 3.14 ± 1.27 4.00 2.70 ± 1.34 3.00 .011 *
③ 「ご心配でしたね」と親の気持ちをねぎらっている 3.04 ± 0.89 3.00 3.40 ± 0.68 3.50 2.98 ± 0.96 3.00 2.60 ± 0.70 2.50 .013 *
④ 親に対して，子どもががんばったことをほめるように働きかけている 3.10 ± 1.04 3.00 3.65 ± 0.75 4.00 2.93 ± 1.08 3.00 2.70 ± 1.06 3.00 .002 *
⑤ 検査・処置後，これから守るべき注意事項を説明している 3.10 ± 1.06 3.00 3.70 ± 0.73 4.00 2.95 ± 1.07 3.00 2.50 ± 1.08 3.00 .000 *



























いて，プレパレーションの学習経験が 0 回より 1























いて，プレパレーションの学習経験が 0 回より 1
























































































1 ．プレパレーション学習経験の回数が 0 回より
1 回， 1 回より 2 回以上と増えるにつれて子ど
もの検査・処置時の援助項目は，実施前では 6
項目／10項目中，実施中では 3 項目／ 8 項目中，
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ション検討会に参加した総合病院小児病棟の看護師
























どもの力と共に〜 プレパレーションの 5 段階につい
て，小児保健研究，68（ 2 ），173−176．
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